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全
世
界
で
絶
賛
を
浴
び
る
デュオ
が
ミュー
ズ
初
登
場
！
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つ
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顔
で
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あ
ら
ゆ
る
人
を
魅
了
す
る
音
楽
性
と
人
間
性

世
界
の
あ
ら
ゆ
る
音
楽
フ
ァ
ン
、
演
奏
家
を
魅

了
し
続
け
る
ヨ
ー
ヨ
ー
・
マ
は
今
年
68
歳
。
こ

の
チ
ェ
リ
ス
ト
の
偉
大
さ
を
語
る
に
は
、
い
っ

た
い
何
か
ら
語
り
始
め
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

わ
ず
か
７
歳
で
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
の
前
で
演
奏

し
た
の
を
皮
切
り
に
、
オ
バ
マ
大
統
領
や
バ
イ

デ
ン
大
統
領
な
ど
歴
代
の
９
人
の
ア
メ
リ
カ
大

統
領
の
前
で
演
奏
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
た
稀

有
な
る
チ
ェ
リ
ス
ト
。
1
0
0
枚
を
ゆ
う
に
超

え
る
C
D
を
リ
リ
ー
ス
し
、
通
算
19
回
！
も
の

グ
ラ
ミ
ー
賞
受
賞
歴
（
ノ
ミ
ネ
ー
ト
は
何
と
29

回
！
）
を
誇
る
。
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
は
人
類

学
を
学
び
、
1
9
9
1
年
に
は
名
誉
博
士
号
を

授
与
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
国
連
か
ら
は
そ
の

人
道
的
な
活
動
が
評
価
さ
れ
「
ピ
ー
ス
・
メ
ッ

セ
ン
ジ
ャ
ー
（
平
和
大
使
）」
に
任
命
さ
れ
て
い

る
。
2
0
2
0
年
に
は
T
I
M
E
誌
の
「
最

も
影
響
力
の
あ
る
1
0
0
人
」
に
選
ば
れ
る
な

ど
、
ヨ
ー
ヨ
ー
・
マ
に
対
す
る
評
価
と
期
待
は
、

と
て
も
音
楽
の
ジ
ャ
ン
ル
の
中
に
は
お
さ
ま
り

き
ら
な
い
。
現
代
最
高
の
音
楽
家
の
一
人
、
音

楽
史
上
最
も
偉
大
な
チ
ェ
リ
ス
ト
の
一
人
、
そ

し
て
い
ま
を
生
き
る
ひ
と
り
の
人
間
と
し
て
最

も
偉
大
で
尊
敬
に
値
す
る
の
が
ヨ
ー
ヨ
ー
・
マ

と
い
う
こ
と
に
尽
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

音
楽
家
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
栄
誉
あ
る
賞
を

受
賞
し
、国
連
の
平
和
大
使
を
務
め
る
な

ど
、音
楽
の
枠
組
み
を
超
え
て
尊
敬
を
集

め
る
ヨ
ー
ヨ
ー・マ
が
、盟
友
キ
ャ
サ
リ
ン・

ス
ト
ッ
ト
と
共
に
つ
い
に
ミ
ュ
ー
ズ
に
初

登
場
を
果
た
す
。

ヨ
ー
ヨ
ー・マ

［
チェロ
］

音
楽
界
の
至
宝
！

全
世
界
で
尊
敬
を
集
め
る
デ
ュ
オ
が
ミ
ュ
ー
ズ
に
初
登
場
！
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1985年以来、世界中で数えきれないほど共
演を重ね感動を与える現代最高のデュオ

『オブリガード・ブラジル』アサド兄弟などブ
ラジルの巨匠と共演した大ヒット作

『パリ～ベル・エポック』フランスの名曲集。
パリの黄金時代の薫りを伝える

『ソングス・フロム・アーク・オブ・ライフ』ヨー
ヨー・マとストットの軌跡をたどる ヨーヨー・マ［チェロ］　キャサリン・ストット［ピアノ］

デュオリサイタル
2023年 10月28日（土）  18：30開場  19：00開演　
アークホール
曲目◆	�フォーレ：子守歌 op.16
	 ドヴォルザーク：わが母の教え給いし歌
	 フランク：ヴァイオリンとピアノのためのソナタ イ長調　ほか
料金◆	�全席指定 �
	 S席¥22,000 A席¥20,000 B席¥18,000
	 C席¥16,000 D席・学生席完売
※未就学児の入場はご遠慮ください。
※�都合により出演者・曲目の一部が変更になる場合が

ございます。

［
ピ
ア
ノ
］

キ
ャ
サ
リ
ン・

ス
ト
ッ
ト

『ソングス・オブ・コンフォート・アンド・ホー
プ』コロナ禍に希望を与える名曲集

あ
く
な
き
探
求
心
と

　
　
　
信
頼
が
生
み
出
す
名
演
奏

チ
ェ
リ
ス
ト
と
し
て
の
ヨ
ー
ヨ
ー
・
マ
の
偉
大

な
足
跡
を
た
ど
る
に
は
、
ど
ん
な
に
紙
面
が

あ
っ
て
も
足
り
な
い
。
ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
や

ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
フ
ィ

ル
な
ど
超
一
流
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
共
演
を
重

ね
、
カ
ラ
ヤ
ン
、
ア
バ
ド
、
小
澤
征
爾
な
ど
名

指
揮
者
の
揺
る
ぎ
な
い
信
頼
を
勝
ち
得
て
き
た
。

1
9
8
0
年
に
本
格
的
な
C
D
デ
ビ
ュ
ー
を

果
た
す
と
、
数
々
の
名
ア
ル
バ
ム
で
異
例
の
売

上
を
打
ち
立
て
る
。
と
り
わ
け
３
度
の
「
バ
ッ

ハ
：
無
伴
奏
チ
ェ
ロ
組
曲
」
は
、
カ
ザ
ル
ス
に

並
ぶ
名
演
奏
と
し
て
絶
賛
を
浴
び
た
。
さ
ら
に

1
9
9
7
年
に
リ
リ
ー
ス
さ
れ
た
「
ピ
ア
ソ
ラ
・

ア
ル
バ
ム
」
は
空
前
の
ブ
ー
ム
を
巻
き
起
こ
し
、

ヨ
ー
ヨ
ー
・
マ
の
名
と
共
に
ピ
ア
ソ
ラ
の
魅
力

が
世
界
中
に
知
ら
れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

キ
ャ
サ
リ
ン
・
ス
ト
ッ
ト
と
は
、
グ
ラ
ミ
ー
賞

を
獲
得
し
た
『
ソ
ウ
ル
・
オ
ブ
・
ザ
・
タ
ン
ゴ
』『
オ

ブ
リ
ガ
ー
ド
・
ブ
ラ
ジ
ル
』
の
ほ
か
、
フ
ラ
ン

ス
作
品
集
『
ベ
ル
・
エ
ポ
ッ
ク
』、
二
人
の
軌
跡

を
た
ど
る
『
ソ
ン
グ
ス
・
フ
ロ
ム
・
ア
ー
ク
・
オ
ブ
・

ラ
イ
フ
』
な
ど
数
多
く
の
名
盤
を
残
し
て
き
た
。

さ
ら
に
、
ヨ
ー
ヨ
ー
・
マ
が
自
身
の
ル
ー
ツ
を

た
ど
る
「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、

中
国
か
ら
モ
ン
ゴ
ル
や
中
央
ア
ジ
ア
、
中
東
の

ア
ラ
ブ
世
界
を
経
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
と
至
る

道
程
と
そ
の
音
楽
的
ル
ー
ツ
を
探
る
も
の
で
、

世
界
の
一
流
音
楽
家
を
巻
き
込
む
壮
大
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
発
展
し
た
。

偶
然
の
出
会
い
が
生
ん
だ
黄
金
の
デ
ュ
オ

イ
ギ
リ
ス
を
代
表
す
る
名
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
一
人

キ
ャ
サ
リ
ン
・
ス
ト
ッ
ト
も
豊
か
な
キ
ャ
リ
ア

を
築
い
て
き
た
。
メ
ニ
ュ
ー
イ
ン
音
楽
院
で
は

名
教
師
ブ
ー
ラ
ン
ジ
ェ
と
ペ
ル
ル
ミ
ュ
テ
ー
ル

の
薫
陶
を
う
け
、
フ
ラ
ン
ス
音
楽
に
限
り
な
い

愛
情
を
注
ぐ
よ
う
に
な
る
。
サ
イ
モ
ン
・
ラ
ト

ル
や
オ
ッ
コ
・
カ
ム
と
い
っ
た
名
指
揮
者
、
ト
ゥ

ル
ル
ス
・
モ
ル
ク
、
ジ
ャ
ニ
ー
ヌ
・
ヤ
ン
セ
ン

な
ど
の
名
手
と
共
演
を
重
ね
、
マ
イ
ケ
ル
・
ナ

イ
マ
ン
、
マ
ッ
ク
ス
ウ
ェ
ル
＝
デ
イ
ヴ
ィ
ス
な

ど
の
新
作
を
初
演
す
る
な
ど
現
代
の
音
楽
に
も

造
詣
が
深
い
。
さ
ら
に
室
内
楽
の
分
野
で
も
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
室
内
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
芸
術

監
督
や
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
室
内
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
の
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
務
め
る
な
ど
目
覚
ま

し
い
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
ヨ
ー
ヨ
ー
・
マ

と
は
1
9
8
5
年
以
来
、
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
共
演
を
重
ね
、
現
代
を
代

表
す
る
デ
ュ
オ
と
し
て
絶
賛
を
浴
び
、
日
本
で

も
多
く
の
聴
衆
を
魅
了
し
て
き
た
。

今
秋
の
日
本
公
演
で
は
、
フ
ォ
ー
レ
、
ド
ヴ
ォ

ル
ザ
ー
ク
、
フ
ラ
ン
ク
の
作
品
が
発
表
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
ほ
か
に
も
地
域
や
時
代
を
グ
ロ
ー

バ
ル
な
視
点
で
と
ら
え
る
名
手
2
人
な
ら
で
は

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
そ
し
て
人
間
味
溢
れ
る
温
か

い
演
奏
を
聴
か
せ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

好評発売中

12



※ステージ写真は過去の公演です

Presentation licensed by Disney Concerts. ©Disney
※ステージ写真は過去の公演です

ディズニー・オン・クラシック
まほうの夜の音楽会 2023

12月10日（日） 16：30 開場　17:30 開演
アークホール
料金◆�S席：¥9,300 A席：¥7,900 B席：¥6,700
	 学生席（当日引換券）：¥2,000
	 SS席：¥13,000
出演◆�リチャード・カーシー[指揮]
	 THE ORCHESTRA JAPAN ［管弦楽］
	� ニューヨークで活躍するヴォーカリスト

好評発売中

※未就学児の入場はご遠慮ください。
※�出演者・演目等が変更となる場合がございます。
　�尚、変更に伴う払戻しはいたしません。
※�クラシック専用ホールのため、照明の演出はござ
いません。
※詳細はHPをご確認ください。

ディ
ズ
ニ
ー
の
輝
く
名
曲
の
数
々
を
、オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
ヴ
ォ
ー
カ
リ
ス
ト
の
生
演
奏
で

ディ
ズ
ニ
ー
の
輝
く
名
曲
の
数
々
を
、オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
ヴ
ォ
ー
カ
リ
ス
ト
の
生
演
奏
で

お
贈
り
す
る
大
人
の
た
め
の
音
楽
会
。「

お
贈
り
す
る
大
人
の
た
め
の
音
楽
会
。「W

ith You 
W

ith You 

～
愛
を
奏
で
る
」を
テ
ー
マ
に
、

～
愛
を
奏
で
る
」を
テ
ー
マ
に
、

迫
力
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
映
像
で
、

迫
力
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
映
像
で
、88
年
ぶ
り
に『
美
女
と
野
獣
』を
フィ
ー
チ
ャ
ー
し

年
ぶ
り
に『
美
女
と
野
獣
』を
フィ
ー
チ
ャ
ー
し

ま
す
。
ま
す
。

　
ディ
ズ
ニ
ー
の
名
曲
た
ち
を

　
ディ
ズ
ニ
ー
の
名
曲
た
ち
を

　　
　
ミ
ュ
ー
ズ
の
ア
ー
ク
ホ
ー
ル
で
！！

　
ミ
ュ
ー
ズ
の
ア
ー
ク
ホ
ー
ル
で
！！

２
０
０
２
年
に
誕
生
し
た「
デ
ィ
ズ
ニ
ー・
オ
ン・
ク

２
０
０
２
年
に
誕
生
し
た「
デ
ィ
ズ
ニ
ー・
オ
ン・
ク

ラ
シ
ッ
ク
」。
ディ
ズ
ニ
ー
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
、映
画
、

ラ
シ
ッ
ク
」。
ディ
ズ
ニ
ー
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
、映
画
、

テ
ー
マ
パ
ー
ク
な
ど
で
生
ま
れ
た
楽
曲
を
演
奏
す
る

テ
ー
マ
パ
ー
ク
な
ど
で
生
ま
れ
た
楽
曲
を
演
奏
す
る

音
楽
会
。
そ
の
歴
史
は

音
楽
会
。
そ
の
歴
史
は
2020
年
を
超
え
、ほ
ん
の
３
公

年
を
超
え
、ほ
ん
の
３
公

演
か
ら
始
ま
っ
た
コ
ン
サ
ー
ト
は
、今
や
全
国
で
毎

演
か
ら
始
ま
っ
た
コ
ン
サ
ー
ト
は
、今
や
全
国
で
毎

年
約
年
約
7070
公
演
近
く
を
開
催
す
る
コ
ン
サ
ー
ト
に
ま
で

公
演
近
く
を
開
催
す
る
コ
ン
サ
ー
ト
に
ま
で

成
長
し
ま
し
た
。
ウ
ォ
ル
ト・ディ
ズ
ニ
ー
の
理
念
で

成
長
し
ま
し
た
。
ウ
ォ
ル
ト・ディ
ズ
ニ
ー
の
理
念
で

あ
る「
愛
、優
し
さ
、勇
気
、希
望
、友
情
、夢
、冒
険
」

あ
る「
愛
、優
し
さ
、勇
気
、希
望
、友
情
、夢
、冒
険
」

を
掲
げ
、多
く
の
フ
ァ
ン
を
魅
了
し
つ
づ
け
て
い
ま
す
。

を
掲
げ
、多
く
の
フ
ァ
ン
を
魅
了
し
つ
づ
け
て
い
ま
す
。

全
国
を
め
ぐ
る
ツ
ア
ー
で
は
様
々
な
コ
ン
サ
ー
ト
バ

全
国
を
め
ぐ
る
ツ
ア
ー
で
は
様
々
な
コ
ン
サ
ー
ト
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
す
が
、ミ
ュ
ー
ズ
で
行
わ
れ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
す
が
、ミ
ュ
ー
ズ
で
行
わ
れ

る
の
は「
ス
ペ
シ
ャ
ル・コ
ン
サ
ー
ト
」。「
ス
ペ
シ
ャ
ル・

る
の
は「
ス
ペ
シ
ャ
ル・コ
ン
サ
ー
ト
」。「
ス
ペ
シ
ャ
ル・

コ
ン
サ
ー
ト
」が
行
わ
れ
る
の
は

コ
ン
サ
ー
ト
」が
行
わ
れ
る
の
は
5151
公
演
の
う
ち
な

公
演
の
う
ち
な

ん
と
３
公
演
の
み
！
大
編
成
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
お

ん
と
３
公
演
の
み
！
大
編
成
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
お

贈
り
す
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
、楽
器
本
来
の
音
色
や
、

贈
り
す
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
、楽
器
本
来
の
音
色
や
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
ホ
ー
ル
な
ら
で
は
の
美
し
い
響
き
を
お

ク
ラ
シ
ッ
ク
ホ
ー
ル
な
ら
で
は
の
美
し
い
響
き
を
お

楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

　
不
朽
の
名
作『
美
女
と
野
獣
』

　
不
朽
の
名
作『
美
女
と
野
獣
』

　
　
　
美
し
い
愛
の
物
語
を

　
　
　
美
し
い
愛
の
物
語
を

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
映
像
と
と
も
に
お
届
け

映
像
と
と
も
に
お
届
け

ディ
ズ
ニ
ー
映
画
の
最
高
峰
作
品
の一つ
で
あ
る『
美

ディ
ズ
ニ
ー
映
画
の
最
高
峰
作
品
の一つ
で
あ
る『
美

女
と
野
獣
』。
ア
ニ
メ
映
画
で
初
の
ア
カ
デ
ミ
ー
賞

女
と
野
獣
』。
ア
ニ
メ
映
画
で
初
の
ア
カ
デ
ミ
ー
賞

    

ディ
ズ
ニ
ー・オ
ン・ク
ラ
シ
ッ
ク
を

ディ
ズ
ニ
ー・オ
ン・ク
ラ
シ
ッ
ク
を

    

作
り
上
げ
る一流
ア
ー
ティ
ス
ト
た
ち

作
り
上
げ
る一流
ア
ー
ティ
ス
ト
た
ち

指
揮
者
は
ミ
ュ
ー
ズ
２
回
目
の
出
演
と
な
る
リ
チ
ャ
ー

指
揮
者
は
ミ
ュ
ー
ズ
２
回
目
の
出
演
と
な
る
リ
チ
ャ
ー

ド・
カ
ー
シ
ー
。

ド・
カ
ー
シ
ー
。
22‌‌

00‌‌

22‌‌

22
年
の
出
演
で
は
演
奏
も

年
の
出
演
で
は
演
奏
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、司
会
者
さ
さ
き
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス

さ
る
こ
と
な
が
ら
、司
会
者
さ
さ
き
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス

コ
と
の
お
茶
目
な
や
り
と
り
で
も
会
場
を
沸
か
せ

コ
と
の
お
茶
目
な
や
り
と
り
で
も
会
場
を
沸
か
せ

ま
し
た
。
ヴ
ォ
ー
カ
ル
を
務
め
る
の
は
、

ま
し
た
。
ヴ
ォ
ー
カ
ル
を
務
め
る
の
は
、NN‌‌

YY
ブ
ロ
ー
ブ
ロ
ー

ド
ウ
ェ
イ
な
ど
で
活
躍
す
る
ヴ
ォ
ー
カ
リ
ス
ト
た

ド
ウ
ェ
イ
な
ど
で
活
躍
す
る
ヴ
ォ
ー
カ
リ
ス
ト
た

ち
。
圧
倒
的
な
歌
唱
力
で
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

ち
。
圧
倒
的
な
歌
唱
力
で
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

演
奏
は

演
奏
は
22‌‌

00‌‌

11‌‌

55
年
に
創
立
し
た
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ・

年
に
創
立
し
た
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ・

ジャ
パ
ン
。
創
立
以
来「
ディ
ズ
ニ
ー・オ
ン・ク
ラ
シ
ッ

ジャ
パ
ン
。
創
立
以
来「
ディ
ズ
ニ
ー・オ
ン・ク
ラ
シ
ッ

ク
」を
は
じ
め
と
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
に
出
演
し
、ジ
ャ

ク
」を
は
じ
め
と
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
に
出
演
し
、ジ
ャ

ン
ル
や
既
存
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
あ
り
方
に
と
ら
わ

ン
ル
や
既
存
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
あ
り
方
に
と
ら
わ

れ
る
こ
と
な
く
、ディ
ズ
ニ
ー
と
音
楽
へ
の
情
熱
で
、

れ
る
こ
と
な
く
、ディ
ズ
ニ
ー
と
音
楽
へ
の
情
熱
で
、

突
き
抜
け
た
表
現
力
を
紡
ぎ
だ
し
ま
す
。
指
揮
者
、

突
き
抜
け
た
表
現
力
を
紡
ぎ
だ
し
ま
す
。
指
揮
者
、

ヴ
ォ
ー
カ
リ
ス
ト
、オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
奏
で
る
ディ
ズ

ヴ
ォ
ー
カ
リ
ス
ト
、オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
奏
で
る
ディ
ズ

ニ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
！

ニ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
！

作
品
賞
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
、作
曲
賞
と
歌
曲
賞

作
品
賞
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
、作
曲
賞
と
歌
曲
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。
２
０
２
０
年
よ
り
東
京
ディ
ズ

を
受
賞
し
ま
し
た
。
２
０
２
０
年
よ
り
東
京
ディ
ズ

ニ
ー
ラ
ン
ド

ニ
ー
ラ
ン
ド
RR
で
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
創
設
さ
れ
る

で
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
創
設
さ
れ
る

な
ど
、日
本
で
の
人
気
も
衰
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

な
ど
、日
本
で
の
人
気
も
衰
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。「
朝
の
風
景
」、「
愛
の
芽
生
え
」、「
美
女
と
野
獣
」

ん
。「
朝
の
風
景
」、「
愛
の
芽
生
え
」、「
美
女
と
野
獣
」

な
ど
ディ
ズ
ニ
ー
音
楽
を
数
多
く
手
掛
け
た
ア
ラ
ン・

な
ど
ディ
ズ
ニ
ー
音
楽
を
数
多
く
手
掛
け
た
ア
ラ
ン・

メ
ン
ケ
ン
が
作
曲
し
た
名
曲
た
ち
を
、映
像
と
と
も

メ
ン
ケ
ン
が
作
曲
し
た
名
曲
た
ち
を
、映
像
と
と
も

に
お
送
り
し
ま
す
！

に
お
送
り
し
ま
す
！

      
指
揮
者
リ
チ
ャ
ー
ド
よ
り

指
揮
者
リ
チ
ャ
ー
ド
よ
り

    

　
　
　
　  
所
沢
の
皆
さ
ま
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ

所
沢
の
皆
さ
ま
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ

第
２
部
の『
美
女
と
野
獣
』は
、音
楽
が
完
璧
な
作

第
２
部
の『
美
女
と
野
獣
』は
、音
楽
が
完
璧
な
作

品
で
す
。「
朝
の
風
景
」で
物
語
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を

品
で
す
。「
朝
の
風
景
」で
物
語
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を

紹
介
し
、「
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
晩
餐
会
」は
心
が
躍
り
、

紹
介
し
、「
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
晩
餐
会
」は
心
が
躍
り
、

タ
イ
ト
ル
曲
で
う
っ
と
り・・
ど
れ
も
ア
ラ
ン・メ
ン

タ
イ
ト
ル
曲
で
う
っ
と
り・・
ど
れ
も
ア
ラ
ン・メ
ン

ケ
ン
が
手
が
け
た
天
才
的
な
名
曲
ば
か
り
で
す
。

ケ
ン
が
手
が
け
た
天
才
的
な
名
曲
ば
か
り
で
す
。

昨
年
、３
年
ぶ
り
に
来
日
し
た
際
に
、日
本
の
皆
さ

昨
年
、３
年
ぶ
り
に
来
日
し
た
際
に
、日
本
の
皆
さ

ん
に「
お
か
え
り
」と
言
っ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
が
、

ん
に「
お
か
え
り
」と
言
っ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
が
、

と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
今
年
は
、も
っ
と
自
由

と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
今
年
は
、も
っ
と
自
由

に
、リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
気
持
ち
で
、

に
、リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
気
持
ち
で
、＂＂  

一緒
に
一緒
に  

〟〟楽
し
ん
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
コ
ン

で
い
た
だ
け
る
コ
ン

サ
ー
ト
に
な
る
と
思

サ
ー
ト
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
会
場
で
た

い
ま
す
。
会
場
で
た

く
さ
ん
の
笑
顔
に
会

く
さ
ん
の
笑
顔
に
会

え
る
こ
と
を
楽
し
み

え
る
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
！

に
し
て
い
ま
す
！

テーマ「With You ～愛を奏でる」

『
美
女
と
野
獣
』あ
ら
す
じ

『
美
女
と
野
獣
』あ
ら
す
じ

呪
い
に
よ
っ
て
醜
い
野
獣
の
姿
に
変
え
ら

呪
い
に
よ
っ
て
醜
い
野
獣
の
姿
に
変
え
ら

れ
て
し
ま
っ
た
王
子
。
魔
法
の
バ
ラ
が
散

れ
て
し
ま
っ
た
王
子
。
魔
法
の
バ
ラ
が
散

る
ま
で
に
人
を
愛
し
、愛
さ
れ
な
け
れ
ば

る
ま
で
に
人
を
愛
し
、愛
さ
れ
な
け
れ
ば

永
遠
に
野
獣
の
姿
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

永
遠
に
野
獣
の
姿
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
ん
な
野
獣
の
も
と
に
美
し
く
聡
明
な
娘

そ
ん
な
野
獣
の
も
と
に
美
し
く
聡
明
な
娘

ベ
ル
が
現
れ
ま
す
が
、野
獣
の
傲
慢
な
態

ベ
ル
が
現
れ
ま
す
が
、野
獣
の
傲
慢
な
態

度
に
ベ
ル
は
心
を
閉
ざ
し
て
し
ま
い
ま
す
。

度
に
ベ
ル
は
心
を
閉
ざ
し
て
し
ま
い
ま
す
。

し
か
し
、家
具
や
食
器
に
変
え
ら
れ
て
し

し
か
し
、家
具
や
食
器
に
変
え
ら
れ
て
し

ま
っ
た
家
来
た
ち
の
優
し
さ
と
、次
第
に

ま
っ
た
家
来
た
ち
の
優
し
さ
と
、次
第
に

人
間
ら
し
い
優
し
さ
を
取
り
戻
し
て
い
く

人
間
ら
し
い
優
し
さ
を
取
り
戻
し
て
い
く

野
獣
と
接
し
て
い
る
う
ち
に
、愛
が
芽
生

野
獣
と
接
し
て
い
る
う
ち
に
、愛
が
芽
生

え
始
め
る
の
で
し
た
。
残
さ
れ
た
時
間
は

え
始
め
る
の
で
し
た
。
残
さ
れ
た
時
間
は

あ
と
わ
ず
か
。
魔
法
の
バ
ラ
が
散
る
ま
で

あ
と
わ
ず
か
。
魔
法
の
バ
ラ
が
散
る
ま
で

に
、野
獣
は
人
間
の
姿
に
戻
れ
る
の
で
し
ょ

に
、野
獣
は
人
間
の
姿
に
戻
れ
る
の
で
し
ょ

う
か
。
う
か
。

リチャード・カーシー［指揮］
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５
歳
で
ク
ラ
シ
ッ
ク
が
大
嫌
い
に
な
っ
た

ジ
ャ
ズ
演
奏
家
の
父
の
影
響
で
、
幼
少
よ
り
独
学
で
音
楽
を
始
め
る
が
、

５
歳
の
頃
ピ
ア
ノ
を
習
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
ク
ラ
シ
ッ
ク
が
大
嫌

い
に
な
っ
た
。
そ
の
後
は
家
に
あ
っ
た
ハ
モ
ン
ド
オ
ル
ガ
ン
を
弾
い
て

い
た
が
、
12
歳
で
世
界
的
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト 

オ
ス
カ
ー
・
ピ
ー
タ
ー

ソ
ン
の
演
奏
に
感
激
し
、
ジ
ャ
ズ
・
ピ
ア
ノ
を
始
め
る
決
心
を
す
る
。

1
9
8
0
年
に
ボ
ス
ト
ン
に
渡
り
、
83
年
に
バ
ー
ク
リ
ー
音
大
ジ
ャ
ズ

作
・
編
曲
科
を
首
席
で
卒
業
。
同
年
米
C
B
S
と
日
本
人
初
の
レ
コ
ー

ド
専
属
契
約
を
む
す
び
、ア
ル
バ
ム
『
O
Z
O
N
E
』
で
世
界
デ
ビ
ュ
ー
。

そ
の
後
も
数
々
の
ア
ル
バ
ム
を
リ
リ
ー
ス
し
、
ゲ
イ
リ
ー
・
バ
ー
ト
ン

や
チ
ッ
ク
・
コ
リ
ア
な
ど
世
界
の
ト
ッ
プ
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
の
共
演
や
、

自
身
の
ビ
ッ
ク
・
バ
ン
ド
「
N
o 

N
a
m
e 

H
o
r
s
e
s
」
を
率
い

て
の
ツ
ア
ー
な
ど
ジ
ャ
ズ
の
最
前
線
で
活
躍
し
て
い
く
。

運
命
を
変
え
た
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

ジ
ャ
ズ
一
筋
の
人
生
に
転
機
が
訪
れ
る
の
は
2
0
0
3
年
。
尾
高
忠
明

指
揮
・
札
幌
交
響
楽
団
の
定
期
演
奏
会
か
ら
声
が
か
か
り
、て
っ
き
り
“
ラ

プ
ソ
デ
ィ
ー
・
イ
ン
・
ブ
ル
ー
”
だ
と
思
い
込
み
オ
フ
ァ
ー
を
受
け
た

が
、
後
に
「
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
で
」（
!!
）
と
聞
か
さ
れ
る
。
そ
の
時
す
で

に
出
演
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
出
来
ず
…
大
慌
て
で
協
奏
曲
全
集
の
C
D
を

買
い
に
行
き
10
日
ほ
ど
で
全
曲
を
聴
い
て
９
番
「
ジ
ュ
ノ
ー
ム
」
を
選
曲

し
た
。
こ
の
演
奏
会
の
評
判
が
広
ま
り
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー

で
も
色
々
な
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
か
ら
声
が
か
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

そ
れ
ま
で
は
譜
面
を
読
む
こ
と
が
苦
手
だ
っ
た
が
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
作

品
と
向
き
合
っ
た
こ
と
で
２
０
０
年
以
上
前
に
こ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い

た
ん
だ
と
い
う
作
曲
家
視
点
で
の
驚
き
と
素
晴
ら
し
さ
に
気
づ
き
、
ク
ラ

シ
ッ
ク
と
の
距
離
が
一
気
に
縮
ま
る
。
一
度
真
剣
に
勉
強
し
よ
う
と
、
４

か
月
間
「
一
切
ジ
ャ
ズ
を
弾
か
な
い
！
」
と
決
め
て
ア
メ
リ
カ
の
音
楽
学

校
に
も
通
っ
た
。

そ
の
後
、
国
内
外
の
主
要
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
、
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
、
プ
ロ

コ
フ
ィ
エ
フ
、
シ
ョ
ス
タ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
な
ど
の
作
品
で
共
演
を
重
ね
、

2
0
1
4
年
に
は
名
門
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
フ
ィ
ル
の
ソ
リ
ス
ト
と
し
て

抜
擢
さ
れ
る
な
ど
、
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
な
活
動
が
広
が
っ
て
い
っ
た
。

音
楽
は
言
語
と
同
じ

ク
ラ
シ
ッ
ク
と
ジ
ャ
ズ
の
違
い
に
つ
い
て
小
曽
根
は“
日
常
会
話
”と“
台

本
が
あ
る
芝
居
”
と
例
え
て
い
る
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
は
“
台
本
を
ど
う
読

み
解
く
か
”
と
い
う
と
こ
ろ
に
楽
し
さ
が
あ
る
。
ま
ず
は
き
ち
ん
と
楽

曲
を
自
分
の
中
に
落
と
し
込
ん
で
か
ら
「
ど
う
し
て
こ
の
音
に
し
た
の
？

僕
な
ら
こ
う
だ
と
思
う
」
な
ど
、
ま
る
で
作
曲
家
と
対
話
を
す
る
よ
う

に
作
品
と
向
き
合
っ
て
い
く
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
作
品
を
弾
き
始
め
た
頃

は
楽
譜
に
忠
実
に
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
が
、
十
数
年
経
ち
今
は
作
品

に
合
わ
せ
て
自
分
の
カ
ラ
ー
を
出
し
て
も
よ
い
の
か
な
と
い
う
思
い
を

持
ち
始
め
た
と
い
う
。

ジ
ャ
ズ
は
と
い
う
と
、
ア
ド
リ
ブ
（
日
常
会
話
）
が
メ
イ
ン
。（
決
し
て

“
適
当
”
に
演
奏
す
れ
ば
良
い
の
で
は
な
い
…
）
た
だ
、
同
じ
内
容
を
繰

り
返
す
と
音
楽
が
流
暢
に
な
り
演
者
の
ワ
ク
ワ
ク
感
が
失
わ
れ
て
し
ま

う
の
で
、
小
曽
根
は
常
に
“
段
ど
ら
な
い
演
奏
”
を
心
が
け
て
い
る
と

い
う
。（
ま
さ
に
今
回
の
演
奏
会
も
曲
目
は
当
日
決
定
！
）
そ
う
す
る
こ

と
で
、
瞬
発
的
に
起
き
る
生
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
感
情
を
音
楽
と
い
う

言
語
を
通
し
て
、
聴
衆
と
同
じ
空
間
で
共
有
し
て
い
く
の
だ
。

１
番
に
楽
し
む
の
は
自
分
！

「
ク
ラ
シ
ッ
ク
だ
ろ
う
が
ポ
ッ
プ
ス
だ
ろ
う
が
、
お
客
さ
ん
が
幸
せ
に
な

ら
な
い
と
意
味
が
な
い
。」
小
曽
根
に
と
っ
て
は
、
ジ
ャ
ン
ル
と
い
う
垣

根
を
越
え
て
１
人
で
も
多
く
の
人
が
H
A
P
P
Y
に
な
る
音
楽
が
で
き

れ
ば
、
そ
こ
に
意
味
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず

自
分
自
身
が
一
番
に
楽
し
ま
な
い
と
客
席
に
も
伝
わ
ら
な
い
。

常
に
ス
リ
リ
ン
グ
な
場
所
に
身
を
置
く
こ
と
が
好
き
だ
と
い
う
が
、
出

来
な
い
こ
と
に
向
か
っ
て
い
く
ワ
ク
ワ
ク
感
と
、
今
そ
の
瞬
間
を
最
大

限
に
楽
し
む
姿
が
、“
小
曽
根
ワ
ー
ル
ド
”
と
い
う
唯
一
無
二
の
存
在
感

を
醸
し
出
し
て
い
る
所
以
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

ア
ー
ク
ホ
ー
ル
で
は
ど
の
よ
う
な
“
音
楽
の
会
話
”
が
生
ま
れ
、
ど
の

よ
う
な
幸
福
感
に
満
た
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
×
ジ
ャ
ズ 

２
つ
の
顔
で
ミ
ュ
ー
ズ
に
初
登
場
！

小
曽
根 

真
［
ピ
ア
ノ
］

Makoto
Ozone

名門バークリー音大へ留学し首席で卒業

コロナ禍に53日間続けて自宅から配信した無料
ライブが大きな話題となった。（俳優で妻の神野
三鈴と）

ハモンドオルガンに夢中になった少年時代
（６歳の頃）

2014年にアメリカ最高峰のNYフィル（アラン・ギルバート指揮）
と共演。アジアツアーのソリストに日本人ジャズピアニストとし
て初めて抜擢された。

人生の大きなタ―ニングポイントの出会いにもなったとい
う世界的ピアニスト チック・コリアとは数多く共演し、デュ
オ・アルバムをリリースするなど親交を深めた。

世界的ジャズピアニストとして活躍する小曽根真の待望のソロライブ！
還暦を越えてなお、チャレンジすることを心から楽しむ小曽根のエキサ
イティングな演奏をお聴き逃しなく！

Ⓒ Kazuyoshi Shimomura（AGENCE HIRATA）

ⒸChris Lee

2023年11月25日（土）
13:15開場　14:00開演
アークホール
料金◆全席指定　¥4,300
  メンバーズ特割  	 ¥3,300

好評発売中

小曽根 真［ピアノ］
MAKOTO OZONE SOLO LIVE

※未就学児の入場はご遠慮ください。
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次回のインフォ・マートは2023年9月15日発行予定です。どうぞお楽しみに。

所
沢
▼

▲
本
川
越

西
武
新
宿
線

航
空
公
園
駅

国道463号線（旧浦和・所沢線）

航空記念公園

児童相談所
図書館 航空発祥記念館

郵便局
市役所

警察署

西 武 新 宿 線
「航空公園駅」
東口より徒歩
10分・バス3分

所沢市民
文化センター
ミューズ04-2998-7777

チケットのお問合せは……ミューズチケットカウンター

● 窓口・電話予約10：00〜18：00 ※休館日を除く

● インターネット予約

※�公演情報は2023年6月26日現在のものです。曲目・出演者の変更やチケットが売切れとなることも 
ございますので、ご了承ください。

クラシック・ポピュラー・演
劇・寄席など多彩で魅力溢れ
る公演を開催しております！
詳細はミューズホームページで
ご確認ください。
https://www.muse-tokorozawa.or.jp所沢　ミューズ 検 索

写真撮影（市民カメラマン）／佐藤清一郎（4/8ズーラシアン）三平資郎（4/8所沢寄席、5/28）中村仁（4/15、5/21）滝島利男 （4/20）由井一雄 （4/23）
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2023 ズーラシアンブラス・アニメ・カーニバル
〈アークホール〉
出演／�ズーラシアンフィル
	 ハーモニー管弦楽団
曲目／�宇宙戦艦ヤマト
	 ルパン三世
	 鬼滅の刃
	 おジャ魔女カーニバル！！ 	
	 ほか

第114回 所沢寄席 立川志の輔独演会
〈マーキーホール〉
�出演／立川志の輔
当代随一の人気と実力を誇る
落語家立川志の輔。この日の
演目は「親の顔」「宿屋の富」。
志の輔の巧みな話術で、会場は
笑いの渦に包まれました。お
終いは志の輔の音頭でミュー
ズ開館 30 周年を祝い、三本締
めでお開きとなりました！

みうらじゅん FES 開幕 !! スペシャルトークショー
〈アークホール〉
出演／�みうらじゅん　いとうせいこう

みうらじゅん FES マイブームの全貌展
〈ザ・スクエア〉
「マイブーム」「ゆるキャラ」などの命名者であり、新鮮な視点
を持つみうらじゅんによる『マイブームの全貌展』。ザ・スクエ
アの隅から隅まで所狭しと並んだ、膨大かつ深遠な収集・創作
活動に迫った展示の数々に鑑賞者は圧倒されました！
みうらじゅんと所沢の芸術総合高校の生徒が一緒に展示を行う
など充実した展示企画となりました。

	 2023
4/8
（土）

4/20
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ネマニャ・ラドゥロヴィチ［ヴァイオリン］
ドゥーブル・サンス［弦楽合奏+ピアノ・チェンバロ］

〈アークホール〉
出演／�ネマニャ・ラドゥロヴィチ［ヴァイオリン］
	 ドゥーブル・サンス［弦楽合奏 + ピアノ・チェンバロ］
曲目／�ヴィヴァルディ：ヴァイオリン 協奏曲《四季》
	 セドラー：日本の春
	� リムスキー＝コルサコフ（セドラー編）：《シェヘラザー

ド》作品35

ジョヴァンニ・ソッリマ 
無伴奏チェロ・コンサート2023

〈マーキーホール〉
出演／�ジョヴァンニ・ソッリマ［チェロ］
曲目／ �J.S. バッハ：無伴奏チェロ組曲
	  第 4 番
	  �ソッリマ：ナチュラル・ソングブック

ほか

NBAバレエ団『海賊』
〈マーキーホール〉
芸術監督／�久保綋一
出演／
�［1回目］福田真帆　宮内浩之　渡辺栞菜　刑部星矢

［2回目］勅使河原綾乃　高橋真之　須谷まきこ　三船元維
［3回目］野久保奈央　新井悠汰　山田佳歩　本岡直也

セキスイハイム presents
ヴァシリー・ペトレンコ指揮
ロイヤル・フィルハーモニー管弦楽団
ピアノ：辻󠄀井伸行

〈アークホール〉
曲目／�グリエール：スラヴの主題による序曲
	 チャイコフスキー：ピアノ協奏曲第 1 番
	 チャイコフスキー：交響曲第 6 番≪悲愴≫
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「カッパソムリエ  」
４月入社、ピカピカの 1 年生の私。先日、自宅の雨具を整理していたのですが、ビニール傘１本に対し、カッパは４着
もありました。4 種のカッパは雨量と気分によって使い分けています。さて、ミューズでは夏以降もおすすめのイベン
トが盛りだくさんです。必ずチェックしてくださいね！ （W）


